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法医鑑誠で.血税の人猷鑑別に使FT]するウサギ

抗ヒトヘモグロビン (抗Hb)はヒトHbと三相こサ

ルHbとも反応し.ヒト･サルのn別は囚mであ

る｡‡先々 はサル抗Hbの托屑pq別力を検討してき

たが.本研死ではヒトachain-サルPchain

(ヒトd ･サルP)と.ヒトP･サルaをサルに
免放し･ヒトα･P の種屑特異性について検討し
た｡Ofせて各種サルの血清と抗ヒト血清タンパク

とを反応させ.種差を定性 ･定量的に検討した.

ヒト.サルHbをPCMB法によりd,Pに開裂
させCM-celluloseで分離した｡ヒトα･サルβ.
サル α･ヒトβのハイブリッドをニホンザル各2

掛 こ.免疫原として各25mgを退1回･6退肪注

した｡α免疫サルの1頭は巾速で死亡した｡3頭

の抗体力価をリングテストで検査すると.挽 αで

は1:8の抗Pでは1:256 (兆に抗原汲皮5mg
/RE)の抗原価が確認された｡これらは.ヒトと

ニホンザルのa･Pの構造上の差をサルが識別した
ことになる｡サル抗Hbをヒトα･βと反応させ
ると.aのみが反応することを孜々は認めている｡

これは.β にヒト特異抗原がないように受けとれ

るが.今回の実験からPにもヒト特異抗原が存在

し.ヒトHbによる免疫ではaとの抗原斑合によ

り抗Bが産生されなかったものと考えられる｡本

実験で得られた抗Pは･ヒトとチンパンジーなど

の苗等詔長頬とのみ反応し.法医鑑nの実務で使

FT]できる (節67次日本法医学会捻会発表)｡

次に,19位45頭のサル血清を抗ヒト血桁によ

る交叉免疫電気泳動を行なうと.チンパンジーで

は35本の沈降緑が生じ,以下分析学的な序列に

従って減少した｡mono-specificな8位の抗 ヒ

ト血清タンパクによる一元免疫拡散法でタンパク

定員を行なうと.序列に無関係と恩われるタンパ

ク分布が認められ.その意味づけを検討している

(節33回昭気泳動学会給会発衣)｡

標稔法によるサル･外側膝状体皮質投射の解析
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外側膝状体一視覚領皮質路は噂乳類視覚系の板

幹をなす神経路であるが.動物種によってその構

成が異なるといわれてきた｡ネコの外側膝状体は

17野の中ではⅣおよびⅥ屑に加えてⅡ層.Ⅰ層な

どの表層に投射する｡一方サルでは.外側膝状体

線維は17野表層には終止せず.こゐ領域は枕核

の投射部位であるといわれてきた｡ネコの場合.

17野表層に終止する外qq膝状体緑経の起始細胞

は主に小細胞C屑のニューロンであり.てれらの

ニューロンは桐朕のW-細胞および上丘践屑から

の入力を受けることが知られている｡サルでネコ

の小細胞性C周を構成するニューロンに相同と考

えられるのは.細胞梢築および線維迎路の所見か

らS屑および眉間符に存在する小形ニューロンで

ある｡もしこれが正しければ.サルの外側膝状体

もネコと同様に17野表層に投射する可能牲が花

い｡本研究はサルの外側膝状のとくに17野次屑

への投射の有無を明らかにする口約で行なわれた｡

サルの外側膝状体に小変旺牙疑似粥と結合させ

た西洋ワサビ過酸化僻荒くWGA-IIRP)を注入
すると.木酢累によって標識された外側膝状体線

維の終末が17野のⅣ屑に密に分布している伐が

観察された｡これに加えてⅡ屑の深部および Ⅰ屑

にも標識終末がみられ,とくにⅡ屑深部の終末の

分布様式は柱状あるいはパッチ状であった｡各パ

ッチ間の間隔は450-500JLmであり. このパッ

チ状分布はoculardominancecolumnとはljq.な

り.眼球優位性とは頼関係であった｡つぎに17

野表屑へ終止する外側膝状体線維の起始細胞を同

定するために.この領城へWĜ -1Htl'を限局注
入すると.SILqおよび屑関村の小形ニューロンが
主に標試された｡

今回の結果から.サルの外川膝状体はネコと同

様に 17野の ]屑および皿屑にも投射し.その包

始細胞はS屑および眉間昭の小形ニューロンであ

ること.とくに正岡深部の終末は特徴的なバッチ

状配列を里することが明らかとなった｡
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ヒトにおける各種抗原 (ABO血液型抗原.性

器特に前立腺由来の抗原ならびに軟性ホスフ7タ

ーゼ.ミオグロビン)の粗放内分布ならびにその

消長は,遺伝分子学や臨床医学の領域において笠
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